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「Big surgeon, big incision」という言葉を外科医であれば誰もが
一度は耳にしたことがあるであろう．訳するまでもなく「偉大なる
医師は大きな皮膚切開のもとで手術を行う」という意味だ．誰もが
駆け出しの頃は「下手なうちは大きく切って，しっかり視野を確保
して手術しろ！」と指導されたはずで，それはもちろん現在でも全
世代に共通する医学的教訓である．しかしながら，時代の流れとと
もに患者も医者も欲張りになってきて，正確に目的を達するために
他の部位の多少の侵襲は目をつぶるというかつてのやり方では満足
されなくなってきた．正確に目的を達し，なおかつ侵襲も可能な限
り少なくしたいというのが現代医療のトレンドだ．そのような時代
の流れのなかで「MIS：minimally invasive surgery」という言葉
がすっかり定着した．
MIS とはその名の通り最小侵襲手術であるが，人工関節などの

手術では傷も小さく回復も早い，素晴らしい手術であるといった美
辞麗句がマスコミやインターネットで取り上げられている．しかし
ながら，侵襲を少なくし組織温存に努めるがゆえに，手術手技が煩
雑になり，より技術と経験を求められる，克服すべきラーニング
カーブが長い，より医師のストレスが増える，教育向きでない，特
殊な機器を要する，などいくつかのデメリットがあるのは否めな
い．そこで，2000年後半以降からの日本におけるMIS の変遷と進
歩，反省，展望をまとめるべく「MIS の功罪」という特集を企画
させていただいた．
人工関節に関しては金沢大学の加畑多文先生に THAを，神戸大

学の松本知之先生に TKA を解説いただいた．内視鏡手術に関して
は，和歌山県立医大の中川幸洋先生に脊椎内視鏡手術を，笠岡第一
病院の橋詰博行先生に手根管症候群の内視鏡手術を解説いただい
た．骨折に関しては兵庫県立西宮病院の正田悦朗先生に主にMIPO
法について解説をお願いした．いずれも，過去の反省と最新の知識
とが盛り込まれており，これからの整形外科MIS を考えるうえで
多くの有用な情報を提供するものと確信する．
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